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就
任
の
ご
挨
拶

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
、
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

第
２
回
石
岡
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
、
第
９
代
石
岡
市
議
会
議
長
及
び
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
本
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
、
敢
為

邁
往
そ
し
て
勇
猛
精
進
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
を
受
け
、

市
民
生
活
の
様
々
な
場
面
で
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況

に
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
一
日
も
早
い
収
束
に
向
け
全
市
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

市
民
生
活
の
安
定
と
地
域
経
済
を
立
て
直
す
施
策
に
つ
い
て
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

急
速
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
の
負
担
増
の

ほ
か
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
当
市

に
お
い
て
も
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中

で
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に

も
、
議
会
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
も

と
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、

チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
を
基
本
と
し
た
二
元
代
表
制
の

一
翼
と
し
て
、
そ
の
使
命
と
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
今
後
と
も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
と
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
岡
市
議
会　

議　

長　

菱
沼　

和
幸

　
　
　
　
　
　

副
議
長　

勝
村　

孝
行

体制一新、その先に見据えるものは

　令和３年第２回定例会最終日の６月24日に、議長
及び副議長の選挙が行われ、新議長に菱沼和幸氏、
新副議長に勝村孝行氏がそれぞれ選出されました。

−− 新しい議長・副議長が就任

▲菱沼議長（右）と勝村副議長（左）
　（就任後、正副議長室にて）

正副議長プロフィール

副
議
長　

勝か
つ　

村む
ら　

孝た
か　

行ゆ
き 

氏

　

平
成
23
年
か
ら
議
員
を
務

め
、
現
在
３
期
目
。

　

総
務
委
員
会
副
委
員
長
、

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長
、
教
育
福
祉
環
境
委

員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

　

副
議
長
職
に
就
い
て
「
議
長
を
補
佐
し
、
意
見
を
ま

と
め
上
げ
な
が
ら
、
円
滑
な
議
会
運
営
を
進
め
て
い
き

た
い
。
執
行
部
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ

ン
ス
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
く
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

座
右
の
銘
は
「
忍
耐
と
努
力
」。

　

昭
和
26
年
生
ま
れ
の
69
歳
。
柴
内
在
住
。

議　

長　

菱ひ
し　

沼ぬ
ま　

和か
ず　

幸ゆ
き 

氏

　

旧
石
岡
市
議
会
時
の
平
成

15
年
か
ら
議
員
を
務
め
、
現

在
５
期
目
。

　

石
岡
市
議
会
副
議
長
（
令

和
元
年
５
月
～
令
和
３
年
６

月
）を
務
め
た
ほ
か
、教
育
福

祉
委
員
会
委
員
長
、
総
務
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

　

議
長
職
に
就
い
て
「
石
岡
市
議
会
基
本
条
例
が
制
定

後
早
７
年
。
見
直
し
を
含
め
、
議
会
改
革
（
議
員
間
討

議
・
通
年
議
会
の
導
入
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
））

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

座
右
の
銘
は
「
心
こ
そ
大
切
な
れ
」。

　

昭
和
38
年
生
ま
れ
の
57
歳
。
貝
地
二
丁
目
在
住
。



特集

3 いしおか市議会だより　第80号
令和3年9月1日　発行

新たな委員会構成、決まる
　石岡市議会では、議案や請願などの審査を少人数で能率的・専門的に進めるため、所管ごとに３つの常
任委員会を設置しています。また、議会を円滑に運営するため、各会派の代表者による議会運営委員会を
設置し、議長からの諮問事項や運営上の課題の協議、議会のルールづくりなどを行っています。そのほか、
各常任委員会の代表者による議会広報委員会を設置し、議会広報紙や議会報告会などに関する協議を行っ
ています。
　任期満了に伴い、６月 24 日に各常任委員会・議会運営委員会・議会広報委員会委員の改選が行われ、
以下のとおり委員会構成が決定しました。なお、各常任委員会については、石岡市議会委員会条例の改正
により、これまでの総務委員会・教育福祉環境委員会・経済建設消防委員会から「総務企画委員会」「文
教厚生委員会」「産業建設委員会」へ改め、委員会の所管事項も変更しました。

（注）◎印：委員長　○印：副委員長　※構成は令和３年７月 31 日現在

総務企画委員会（定数８） 文教厚生委員会（定数７） 産業建設委員会（定数７）
　総合計画、行財政改革の実施状況な
どの企画に関することや、税金に関す
ること、市の人事制度、防災、消防行
政などについて調査、審査します。

　市内小中学校に関することや文化振
興、子どもやお年寄りの福祉に関する
ことなどについて調査、審査します。

　農業や商工業の振興、道路や上下水
道、公園の整備、都市計画、市営住宅
の管理運営、協働のまちづくり、環境
問題などについて調査、審査します。

◎谷田川　泰 ○新田　　茜 ◎櫻井　　茂 ○小松　豊正 ◎髙野　　要 ○岡野　孝雄

徳増　千尋 岡野　孝男 菱沼　和幸 池田　正文 鈴木　行雄 山本　　進

村上　泰道 玉造　由美 関口　忠男 勝村　孝行 川井　幸一 飯村　一夫

石橋　保卓 （欠員１） （欠員１） 鈴木　康仁

議会運営委員会（定数７） 議会広報委員会（各常任委員会から２名）
　議会の運営に関することや議会の会議規則・委員会条例
等に関することについて協議します。

　議会広報紙やホームページ、議会報告会などに関するこ
とについて協議します。

◎山本　　進 ○村上　泰道 ◎関口　忠男 ○玉造　由美

髙野　　要 岡野　孝雄 石橋　保卓 櫻井　　茂

櫻井　　茂 飯村　一夫 川井　幸一 鈴木　康仁

（欠員１）

　議員辞職による欠員に伴
い、新たに次の議員が一部事
務組合の議員となりました。

湖北環境衛生組合議会議員
　　岡野　孝雄

※霞台厚生施設組合議会議
員は、次の議会で選出予定

大和田寛樹議員、櫻井信幸議員の２議員が議員辞職
　令和３年６月 24 日に、大和田寛樹議員から議長に対し、辞職願が提出されました。議
会開会中だったため、同日の議会に諮られ、全会一致で許可することに決しました。
　また、令和３年７月 27 日に、櫻井信幸議員から議長に対し、７月 31 日をもって辞職
したい旨の辞職願が提出されました。議会閉会中だったため、議長が辞職を許可しました。
　これにより、石岡市議会議員数は、定数 22 名のうち２名が欠員となります。

　大和田寛樹氏は昭和 50 年生まれ。平成 27 年の石岡市議会議員選挙で初当選し、教育
福祉環境委員会副委員長、議会運営委員会副委員長等を歴任されました。
　櫻井信幸氏は昭和 32 年生まれ。平成 12 年の旧八郷町議会議員選挙で初当選し、都市
建設委員会委員、教育福祉環境委員会委員、総務委員会委員等を歴任されました。

永
年
勤
続
表
彰

　

こ
の
た
び
、
３
人
の
議
員
が

地
方
自
治
の
伸
長
発
展
と
市
政

の
向
上
に
貢
献
し
た
功
績
に
対

し
て
贈
ら
れ
る
永
年
勤
続
議
員

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

小松　豊正谷田川　泰勝村　孝行

勤
続
10
年
表
彰

　

全
国
市
議
会
議
長
会

勤
続
10
年
表
彰

　

全
国
市
議
会
議
長
会

勤
続
10
年
表
彰

　

全
国
市
議
会
議
長
会
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第
４
回
臨
時
会　

コ
ロ
ナ
対

策
予
算
な
ど
３
議
案
を
審
議

　

第
４
回
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
さ

れ
た
石
岡
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
、

石
岡
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

の
２
件
の
承
認
を
求
め
る
議
案
、
令
和

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

の
計
３
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

専
決
処
分
さ
れ
た
２
件
は
、
い
ず
れ

も
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
例

改
正
を
行
っ
た
も
の
で
、
内
容
と
し
て

は
、住
宅
借
入
金
控
除
や
軽
自
動
車
税
・

固
定
資
産
税
の
特
例
の
見
直
し
、
都
市

計
画
税
の
課
税
特
例
期
間
の
延
長
な
ど

で
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
億
５
１
万
９
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
３
２
億
８
０
１
７
万
１
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
主
な
内
容

と
し
て
、
民
生
費
で
は
、
子
育
て
中
の

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
給
付
金
を
支
給

す
る
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
給
付
事
業
５
５
３
１
万
５
０
０
０

円
。
民
生
費
と
衛
生
費
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
医
療
機
関
等
を
は

じ
め
、
高
齢
者
福
祉
施
設
、
保
育
施

設
等
の
従
事
者
に
対
す
る
支
援
を
目

的
に
商
品
券
を
配
布
す
る
経
費
と
し

て
、
計
１
億
７
５
２
７
万
９
０
０
０

円
。
商
工
費
で
は
、
市
内
経
済
や
事

業
者
の
経
営
継
続
を
支
援
す
る
取
組

と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
還
元
業
務
委
託
料
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
融
資
応

援
給
付
金
等
を
含
む
商
工
振
興
事
業

１
億
６
２
４
万
５
０
０
０
円
の
増
な
ど

で
す
。

　

提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
条
例
改
正

の
具
体
的
な
内
容
や
、
商
工
振
興
事
業

に
お
け
る
各
施
策
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
な
さ
れ
、
討
論
の
後
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会　

市
長
が

26
件
の
議
案
を
提
案

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度

各
会
計
補
正
予
算
や
、
工
事
委
託
契
約

の
締
結
議
案
な
ど
、
市
長
か
ら
26
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
億
４
５
２
７
万
５
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
３
５
億
２
５
４
４
万
６
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
内
容
と

し
て
、
民
生
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
が
長
期
化
す

る
中
、
低
所
得
の
ふ
た
り
親
世
帯
に
対

し
給
付
金
を
支
給
す
る
経
費
と
し
て
、

低
所
得
ふ
た
り
親
世
帯
支
援
給
付
金
給

付
事
業
５
６
８
３
万
４
０
０
０
円
。
衛

生
費
で
は
、
休
日
に
お
け
る
小
児
診
療

を
実
施
す
る
た
め
の
委
託
料
を
計
上
す

る
、
診
療
業
務
費
３
６
３
万
３
０
０
０

円
の
増
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
よ
り
一
層
迅
速
に
行
う
た

め
、
集
団
接
種
に
要
す
る
医
師
報
償
や

人
材
派
遣
委
託
料
等
の
経
費
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
１
億
３
５
８
３
万
９
０
０
０
円
の

増
。
商
工
費
で
は
、
令
和
２
年
度
に
実

施
し
た
い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん
登

録
促
進
給
付
金
に
つ
い
て
再
度
計
上
す
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る
、
商
工
振
興
事
業
１
５
０
０
万
円
の

増
な
ど
で
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
１
４
０
万
９
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
３
５
億
６
６
８
５
万
５
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
内
容
と

し
て
、
民
生
費
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
長
期
化
を
踏
ま

え
、
緊
急
小
口
資
金
及
び
総
合
支
援

資
金
の
借
入
額
が
限
度
額
に
達
し
て

い
る
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
金
を
支
給
す
る
経
費
と

し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

４
０
３
１
万
４
０
０
０
円
の
増
な
ど
で

す
。

　

工
事
委
託
契
約
の
締
結
議
案
は
、
令

和
３
年
度
市
道
Ｂ
３
７
６
０
号
線
道
路

整
備
事
業（
上
曽
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
）

の
委
託
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
、
契

約
の
相
手
方
は
茨
城
県
、
契
約
金
額
は

13
億
円
で
す
。

　

今
回
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案

は
、
最
終
日
に
追
加
で
提
出
さ
れ
た
農

業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
を
求
め

る
議
案
等
を
除
き
、
各
委
員
会
に
付
託

し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
令

和
２
年
第
４
回
定
例
会
及
び
令
和
３
年

第
１
回
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
し
て
い

た
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
損
害
賠
償

請
求
に
関
す
る
和
解
（
追
認
）
議
案
13

件
を
含
め
、
市
長
提
出
議
案
39
件
を
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
（
追
認
議
案
の
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
）。

定
例
会
最
終
日　

新
議

長
・
新
副
議
長
を
選
出

　

定
例
会
の
最
終
日
、
前
議
長
か
ら
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
議

長
及
び
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

選
挙
に
先
立
ち
、
休
憩
中
に
所
信
表

明
会
が
行
わ
れ
、
議
長
・
副
議
長
の
職

を
志
願
す
る
議
員
が
、
議
会
運
営
へ
の

抱
負
を
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

所
信
表
明
会
後
に
行
わ
れ
た
投
票
の

結
果
、
議
長
に
菱
沼
和
幸
氏
、
副
議
長

に
勝
村
孝
行
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、各
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委

員
会
・
議
会
広
報
委
員
会
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
、
新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま

り
ま
し
た
（
詳
細
は
２
～
３
ペ
ー
ジ
）。

補正予算の主な事業と予算額

第
４
回
臨
時
会

■子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 ５, ５３１万５千円

■商品券配布事業

障害者福祉施設等従事者 １, ７３４万３千円

高齢者福祉施設等従事者 ６, ７６７万８千円

保育施設従事者 １, ７２１万９千円

医療機関等従事者 ７, ３０３万９千円

■商工振興事業

キャッシュレス決済ポイ
ント還元業務委託 ３, ７６３万円

プレミアム付商品券発行 ３, ５４４万円

新型コロナウイルス関連
融資応援給付金 ３, ０００万円

第
２
回
定
例
会

■総合支所維持管
　理経費

ＰＣＢ廃棄物運搬・処理
委託 ７６７万１千円

■低所得ふたり親世帯支援給付金給付事業 ５, ６８３万４千円

■診療業務費 小児科休日診療業務委託 ３６３万３千円

■新型コロナウイルスワクチン接種事業 １億３, ５８３万９千円

■商工振興事業 いばらきアマビエちゃん
登録促進給付金 １, ５００万円

■生活困窮者自立支援事業 ４, ０３１万４千円

所信表明会
　議会基本条例において、「議長及び副議長の選出に当たり、それぞ
れの職を志願する者に対して、所信を表明する機会を設けるものと
する」と定められていることから、選挙に先立ち実施しています。
今回は、議長職に１名、副議長職に２名の議員が名
乗りを上げました。
　各議員の、議会運営に向けた熱い思いが込められ
た所信表明。その様子が見られる定例会最終日の動
画は、右の二次元コードから。

定例会最終日
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　公用車による交通事故が発生した場合、市が事故の
相手方への損害賠償額の決定や和解（いわゆる「示談」）
をするためには、地方自治法第 96 条第１項第 12 号
及び第 13 号に基づき議案を提出し、議会の議決を得
るか、同法第 180 条第１項及び第２項に基づき市長
による専決処分を行わなければなりません。しかし、
市執行部は、法に定められたこれらのいずれの事務処
理も行わず、事故の相手方と和解し、損害賠償金を支
払っていました。

　また、令和３年第１回定例会には、市執行部が過去
５年間において同様の事案がないか調査した結果とし
て、新たに８件の追認議案が提出されましたが、これ
に対し議会は、改めて監査委員へ過去５年間のすべて
の交通事故に関する事務処理の監査を請求。監査の結
果、さらにもう１件の事案が判明し、これを受けた市
執行部は、監査で指摘された事案１件に係る追認議案
を、令和３年第２回定例会において追加提出する事態
となりました。
　二度にわたる監査の結果と市執行部の対応を踏ま
え、議会は、継続審査していた 13 件と追加提出され
た１件の計 14 件の追認議案をすべて可決しました。
また、髙野要議員ほか２名から、本事案に係る「高い
遵法意識に基づく事務執行体制の確立等を求める決議
案」が提出され、全会一致で可決しました。

　令和２年第４回定例会において、市長から「損害賠
償額の決定及び損害賠償請求に関する和解について

（追認）」として、この事案に関する５件の議案が提出
されたことを受け、議会はこの事務処理を問題視し、
監査委員へ監査請求を行いました。監査の結果は令和
３年第１回定例会で報告され、一連の事務手続きにつ
いて主管部署が決められておらず一元管理がなされて
いないことや、事故処理に関するマニュアルが未整備
であることなどが指摘されました。

「高い遵法意識に基づく事務執行体制の確立等を求める決議」可決
市執行部による公用車の交通事故に関する不適切な事務処理。再発防止策の確立を求める

図１　交通事故処理における事務の流れ

図２　交通事故の事務処理に関する
　　　市執行部と議会の対応経過
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石岡運動公園体育館の諸工事の事務に関する監査結果が報告される
代表監査委員「極めて不適切」

　令和２年第４回定例会において議会が監査請求を
行った、石岡運動公園体育館の諸工事に係る事務の適
正性について、その結果が令和３年第２回定例会開会
日に代表監査委員から報告されました。
　本件は、教育委員会が平成 30 年度末に発注した石
岡運動公園体育館に関する工事において、手摺改修工
事、トイレ小便器交換工事、外構フェンス工事が不自
然に分割され、いずれも随意契約で発注されたことの
事務的な適正性、及び、トイレ小便器交換工事の設計
中、１階トイレ南側小便器交換工事に共通費を算定し
ていないことの適正性、仮に算定した場合には随意契
約できる限度額（130 万円）を超えてしまう工事を
随意契約としたことの適正性について、監査を求めた
ものです。

　監査結果では、各工事の総額は 130 万円を超える
にもかかわらず、工期短縮による年度内工事完了を優
先させ、組織的に随意契約ありきで分割発注に至った
こと、各工事の区分ごとの見積合せ業者は３者同一で、
結果的に請負業者もすべて同一業者であり、工区分の
設定等から一括発注が前提であったことが窺えること
などが指摘され、代表監査委員から「工事関連資料や
ヒアリング内容から、石岡市財務規則、石岡市建設工
事執行規則、石岡市事務決裁規程及び石岡市文書管理
規程に違反している事象や解釈相違している事象が確
認され、いずれも適正性は認められず、極めて不適切
で競争の公正性や手続きの透明性に欠けていたと言わ
ざるを得ない」との意見が述べられました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　監査結果の報告を受けた議会では、議員が市執行部
に対し一般質問を行ったほか、教育福祉環境委員会に
おいて平成 30 年度当時の担当者に参考人として出席
を求め、意見を聴取しました。

小児科の休日診療、７月から開始 キャッシュレス決済でポイント還元
業務委託料363万３千円を計上 業務委託料3,763万円を計上

この事業の将来的な実施の確約はされてい
るのか？

契約については単年度更新となるが、今後
将来的に継続できる体制を整備できるよ
う、調査研究していきたい。

補正予算額の積算根拠は？来院者の増減で
変わるものなのか？

他市の事例等を参考に、筑波大学附属病院、
石岡第一病院と協議を行い、日額単価を設
定して運営日数を乗じて積算した。実際の
患者数が過少となった場合、料金の改定等
が必要になる可能性もある。

対象となる店舗数は？

市内の約 400 店舗を想定している。

ポイント還元は石岡市民のみか？お店を利
用する個人が市民かどうかをどのように判
別するのか？

ポイント還元については、市内在住、市外
在住を問わず、市内のお店を利用した方に
対してのポイント還元ということになる。

　石岡第一病院に、筑波大学附属病院からの派遣医
師による小児科休日診療を新たに開設し、日曜祝日、
盆、年末年始の午前９時から 12 時まで小児科の初
期救急に対応するもの。実施する財源として、歳入
において小美玉市・かすみがうら市からの負担金
166 万円が併せて計上されている。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念され
る中、接触機会が減少するキャッシュレス社会の構
築を促進するとともに、市内における消費喚起と地
域経済の活性化を図るため、キャッシュレス決済利
用者に対し、ポイントの還元を行うもの。

▲石岡運動公園体育館

問

問

答

答

問

問

答

答
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第４回臨時会
予算 令和３年度石岡市一般会計補正予算（第２号）

条
例

専決処分の承認（石岡市税条例等の一部改正）

専決処分の承認（石岡市都市計画税条例の一部改正）

第２回定例会

人
事

監査委員の選任（池田正文氏）

農業委員会委員の任命（飯村伸一氏、池田徹氏、磯部
進氏、栗原茂氏、小松與平氏、髙野済氏、髙橋憲治
氏、高橋浩氏、田上光男氏、萩原重信氏、花和清治
氏、前島慎也氏、三輪正氏、山口和明氏）

そ　
の　
他

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（追認）
【令和２年第４回定例会提出分　５件】
【令和３年第１回定例会提出分　８件】
【令和３年第２回定例会提出分　１件】

備品購入契約の締結（令和３年度オゾン発生装置付き
空気清浄機購入）

議　
員　
提　
出

高い遵法意識に基づく事務執行体制の確立等を求める
決議

石岡市議会委員会条例の一部改正
（各常任委員会の名称及び所管事項の変更）

■全会一致で可決

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

大
和
田
寛
樹

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

石
橋　

保
卓

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

関
口　

忠
男

櫻
井　

信
幸

菱
沼　

和
幸

岡
野　

孝
男

徳
増　

千
尋

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
２
回

定
例
会

工事委託契約の締結（令和 3 年度市道Ｂ 3760
号線道路整備事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第
２
回

定
例
会

「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいの
ちと健康を守るための意見書」を国に提出す
ることを求める請願（紹介議員：小松豊正）

● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

※「○」は賛成、「●」は反対、「−」は退席等■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決・採択）※議長は、採決に加わりません。

■賛否が分かれたもの（賛成少数・賛成なしで否決・不採択）

《会議の欠席状況》　6/8　本会議　岡野孝雄

第２回定例会

予
算

令和３年度石岡市一般会計補正予算（第３号）

令和３年度石岡市介護保険特別会計補正予算
（第１号）

令和３年度石岡市一般会計補正予算（第４号）

条

例

石岡市手数料条例の一部改正

石岡市基金条例の一部改正

石岡市保育所条例の一部改正

石岡市やさと農産物直売所条例の一部改正

石岡市市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部
改正

議案の審議結果

委員会の意見　「県民の命を日夜守っている、そこ
で働いている方々の声が反映されているものは、
願意が妥当であればこの声に応えていくべきで
はないか」、「財源の裏付けがない中、医療職・
介護職の大幅な増員を求めており、また一方で
は、社会保障の国民負担軽減を同時に求めるこ
とは矛盾しているのではないか」などの意見が
出されました。

審 査 結 果　不採択

請 願 趣 旨　新型コロナウイルス感染対策の教訓
を受けて、国民のいのちと健康、暮らしを守る
ため、また新たなウイルス感染や自然災害など
の事態の際に、経済活動への影響を最小限に抑
え込むためにも、医療、介護、福祉や、公衆衛
生施策の拡充が喫緊の課題であることから、国
に対し意見書の提出を求める。

「『安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守る
ための意見書』を国に提出することを求める請願」の審査
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一般質問
［６月14〜16日］

　各議員が、市の行う事業の内容
を問いただしたり、政策提案をし
たりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣勝負が
繰り広げられます。

質問者 質問項目 頁

髙野　　要

一部事務組合への負担金

10

「石岡地域医療計画」

地方自治法第98条第２項に
基づき監査請求を行った件

谷田川　泰
石岡駅周辺整備

市民窓口の改善による市民
サービスの向上

石橋　保卓 公正かつ効率的な事務事業の
執行 11

川井　幸一 公共交通の整備

玉造　由美

子どもを取り巻く社会問題に
対応する GIGA スクール構想

12

コロナ禍における女性の負担
軽減

防災ラジオ

子 宮 頸 が ん 予 防 ワ ク チ ン
（HPV ワクチン）接種

個人情報の取扱い

櫻井　　茂

自治体職員に求められる資質
と対応

八郷運動公園の管理運営

契約業務の改善

山本　　進 石岡市国土強靱化地域計画

13
村上　泰道

新型コロナウイルスワクチン
接種事業
教育・保育施設、都市公園等
の遊具類安全管理

質問者 質問項目 頁

小松　豊正

平成 30 年度石岡市運動公園
体育館・外構フェンス等に関
する工事の随意契約について
の監査報告

14

新型コロナウイルス感染症か
ら市民の命と暮らしを守るた
めに

イベント広場の積極的活用

住宅リフォーム助成制度の創
設

鈴木　康仁
市発注工事及び物品納入にお
ける入札制度及び業者選定

交通弱者支援の取組

関口　忠男
フラワーパークリニューアル

15
獣害対策

岡野　孝男
石岡市の特定の事務を高浜郵
便局において取り扱うこと

土砂等による土地の埋立て等

勝村　孝行 石岡つくばねマラソン

16
徳増　千尋

コロナ禍で表面化した必須改
善点
2022年度（結節点）、2023
年度（中長期）の財政運営

飯村　一夫
市道のセットバック部分

17

石岡市立小中学校統合再編計
画の進捗状況

櫻井　信幸

違法残土の徹底防止策

石岡市における在留外国人、
或いはその子供たちの日本語
の学び

新田　　茜

第３子以降の給食費無料化事
業

18
石岡市におけるアフターコロ
ナを見据えた移住定住促進の
取組
国や県より支出される補助・
助成制度の活用

紙面の都合上、　　　　で色付けした項
目のみ掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載

している二次元コードから、すべての
質問の録画映像をご覧いただけます。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

髙
たか

野
の

　　要
かなめ

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

工
事
の
分
割
発
注
問
題
は
、

市
民
に
対
す
る
重
大
な
裏
切

り
行
為
だ

駅
前
・
東
ノ
辻󠄀
線
整
備　

市

長
の
手
腕
を
発
揮
し
、
早
期

完
成
を

教
育
委
員
会
が
平

成
30
年
度
末
に
発

注
し
た
石
岡
運
動
公
園
体

育
館
に
関
す
る
工
事
が
不

自
然
に
分
割
さ
れ
、
い
ず

れ
も
随
意
契
約
で
発
注
さ

れ
た
件
に
つ
い
て
、
監
査

結
果
報
告
書
に
よ
る
と
、

手
す
り
工
事
の
見
積
り
合

わ
せ
の
前
日
と
当
日
に
塗

装
材
が
出
荷
さ
れ
て
お

り
、
落
札
率
は
１
０
０
％

で
す
。
入
札
も
終
わ
っ
て

い
な
い
う
ち
に
材
料
を
発

注
す
る
な
ど
あ
り
得
る
の

か
。
こ
れ
は
本
当
に
大
き

な
問
題
で
す
。
本
来
な
ら

ば
競
争
入
札
に
付
す
べ
き

案
件
を
、
行
政
側
が
不
正

に
分
割
す
る
こ
と
に
よ

り
、
競
争
入
札
の
実
施
を

阻
害
し
た
の
で
す
。
競
争

入
札
な
ら
も
っ
と
安
く
良

い
品
質
の
工
事
が
で
き
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
市
民
に
対
す
る
重
大
な

裏
切
り
行
為
で
あ
り
、
市

石
岡
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

石
岡
駅
周
辺
整
備
を
担
当

す
る
部
署
が
、
市
長
直
轄

組
織
と
し
て
新
た
に
設
置

さ
れ
、
事
業
に
対
す
る
市

長
の
意
気
込
み
を
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ま

ず
、
石
岡
駅
周
辺
整
備
の

う
ち
、
郵
便
局
側
の
右
折

車
線
確
保
の
た
め
の
整
備

に
つ
い
て
進
捗
状
況
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま

す
。

　

私
は
、
石
岡
駅
周
辺
整

備
と
同
時
に
、
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
る
駅
前
・
東
ノ

辻󠄀
線
の
整
備
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
今
年
度
、
地
権
者
と

の
交
渉
や
買
収
区
間
の
整

備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

見
通
し
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
こ
の
路
線
は
、
石
岡

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

民
の
税
金
を
公
平
・
公
正

に
使
わ
な
か
っ
た
と
い
う

点
で
、
官
製
談
合
事
件
と

同
じ
で
す
。

　

市
長
は
新
た
な
市
役
所

の
体
制
を
築
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
具
体
的

に
ど
う
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。

こ
の
た
び
、
事
務

処
理
の
不
手
際
に

よ
り
監
査
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
厳
し
い
ご
指
摘

を
受
け
た
こ
と
に
関
し
ま

し
て
、
深
く
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。
な
お
、
発
注

に
つ
い
て
業
者
に
確
約
し

た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

う
え
で
最
優
先
に
整
備
を

行
う
べ
き
で
あ
り
、
市
長

の
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
早
期
完
成
に
向
け
た

市
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

ご
指
摘
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
を
す
る
た

め
７
月
に
歩
道
仮
舗
装
工

事
、
10
月
に
支
障
物
件
を

撤
去
す
る
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
あ
り
、
令
和
４

年
度
中
の
本
線
開
通
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

駅
前
・
東
ノ
辻󠄀
線
に
つ

い
て
は
、
全
体
計
画
延
長

１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
う

ち
７
０
５
メ
ー
ト
ル
の
供

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
権
者
と
の
交
渉

を
進
め
て
お
り
、
来
年
度

ま
で
に
全
地
権
者
の
用
地

取
得
を
進
め
て
い
き
た
い

考
え
で
す
。
駅
前
・
東
ノ

ん
。

　

今
回
の
問
題
認
識
と
し

て
は
、
随
意
契
約
の
適
正

性
に
関
し
て
の
認
識
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
教

育
委
員
会
に
お
け
る
事
務

手
続
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

甘
さ
、
公
務
遂
行
に
係
る

上
席
者
の
検
証
力
の
欠
如

が
問
題
の
要
因
で
あ
っ
た

と
深
く
反
省
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
再
発
防
止
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

全
て
の
職
員
が
公
務
員
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
一
丸

と
な
っ
て
公
務
を
遂
行

し
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
市
政
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

辻󠄀
線
は
、
市
街
地
整
備
の

拠
点
と
な
る
石
岡
駅
東
口

か
ら
県
道
を
結
び
、
地
域

の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
重
要
な
幹
線
道
路
で

あ
り
、
一
日
も
早
く
完
成

さ
せ
る
べ
く
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
駅

周
辺
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
も
、
道
路
交
通
環
境
と

の
連
携
に
努
め
な
が
ら
着

実
に
進
め
て
い
く
考
え
で

す
。

随意契約とすることがで
きる予定価格の上限（※）
（石岡市財務規則を基に作成）
工事又は製造の
請負 130 万円

財産の買入れ 80 万円
物件の借入れ 40 万円
財産の売払い 30 万円
物件の買付け 30 万円
上記以外のもの 50 万円

（※）法令の定めにより、上記
の金額を超えて随意契約
できるものもある

▲徐々に工事が進む石岡駅西口の道路
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

石
いしばし

橋　保
やすたか

卓

川
かわ

井
い

　幸
こういち

一

工
事
の
実
施
設
計
に
関
し
、

専
門
職
の
配
置
や
専
門
部
署

の
創
設
を
す
る
考
え
は
？

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性

向
上
、
利
用
者
以
外
へ
の
補

助
な
ど
の
検
討
を

市
の
事
業
で
は
、

仕
様
書
を
ま
と

め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
実

施
設
計
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
私
は
、
仕
様
書
に
発

注
者
の
意
図
が
き
ち
ん
と

反
映
さ
れ
て
い
る
か
が
一

番
大
事
な
点
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
職
員
が
担
当
す

る
事
業
を
発
注
す
る
際

に
、
必
要
な
も
の
を
理
解

し
た
う
え
で
設
計
業
務
を

発
注
し
て
い
る
の
か
。

　

平
成
29
年
度
の
体
育
館

改
修
工
事
の
実
施
設
計
で

は
、
成
果
品
に
必
要
の
な

い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
た

と
聞
き
ま
す
が
、
設
計
業

者
に
丸
投
げ
す
る
よ
う
な

発
注
で
は
、
余
計
な
積
算

が
組
ま
れ
、
結
果
的
に
工

事
費
が
か
さ
む
こ
と
に
な

る
場
合
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
成
果
品
の

検
収
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

技
術
者
な
ど
の
専
門
の
職

私
は
機
会
が
あ
る

ご
と
に
、
日
常
生

活
の
足
と
し
て
の
公
共
交

通
の
必
要
性
、
公
共
交
通

が
衰
退
す
る
こ
と
に
よ
る

負
の
連
鎖
を
訴
え
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
乗
合
い

タ
ク
シ
ー
の
整
備
を
軸
に

対
応
が
さ
れ
て
き
た
と
思

い
ま
す
が
、
利
用
者
か
ら

は
予
約
が
取
り
づ
ら
い
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
以
前
に
も
伺
い
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
乗
合
い
タ

ク
シ
ー
の
利
便
性
を
よ
く

す
る
と
民
間
企
業
の
経
営

を
圧
迫
す
る
か
ら
で
き
な

い
と
い
う
答
弁
も
あ
り
ま

し
た
。

　

当
市
は
人
口
減
少
を
少

し
で
も
止
め
る
た
め
、
特

急
券
補
助
、
通
学
補
助
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
も
の
は
す
ば
ら

し
い
制
度
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
が
で
き
た
の

で
あ
れ
ば
、
乗
合
い
タ
ク

員
を
配
置
し
た
り
、
実
施

設
計
に
つ
い
て
統
括
す
る

部
署
を
創
設
す
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

実
施
設
計
成
果
品

の
検
収
は
、
受
注

者
か
ら
業
務
完
了
通
知
の

提
出
を
受
け
、
ま
ず
担
当

課
に
お
い
て
仕
様
書
の
内

容
が
成
果
品
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
適

正
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ

ば
、
契
約
検
査
課
に
お
い

て
成
果
品
の
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

専
門
職
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
専
門
性
の
高
い
業

務
は
一
般
事
務
職
で
は
理

解
が
十
分
に
及
ば
な
い
部

分
も
あ
り
、
専
門
職
の
配

置
に
よ
り
公
正
か
つ
効
率

的
な
事
務
事
業
の
執
行
が

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
当
市
で
は
、
今
年
度

の
職
員
採
用
で
建
築
士
等

シ
ー
を
使
わ
な
い
高
齢
者

へ
タ
ク
シ
ー
の
割
引
券
を

補
助
す
る
な
ど
、
お
互
い

が
よ
く
な
る
方
式
は
と
れ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
27
年
に
石

岡
・
八
郷
地
区
間

の
乗
り
継
ぎ
を
廃
止
し
た

結
果
、
利
用
客
の
車
両
利

用
時
間
が
長
く
な
り
、
予

約
の
お
断
り
件
数
が
増
加

し
ま
し
た
が
、
運
行
エ
リ

ア
の
再
分
割
は
混
乱
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
そ
れ
以
外
に
運

行
シ
ス
テ
ム
の
改
善
な
ど

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
当
市
で
は

昨
年
度
、
乗
合
い
タ
ク

を
募
集
し
体
制
の
強
化
を

図
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

今
後
も
計
画
的
に
募
集

し
、
適
切
な
事
務
が
執
行

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
専
門
部

署
の
創
設
に
つ
い
て
は
、

人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
議

論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

シ
ー
の
混
雑
状
況
を
示
し

た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
空

き
時
間
の
利
用
を
呼
び
か

け
る
な
ど
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
日
の
運
行
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
も
伺
っ
て

い
ま
す
が
、
医
療
機
関
へ

の
通
院
な
ど
は
、
土
日
休

業
と
な
っ
て
い
る
所
も
多

く
需
要
は
少
な
い
と
予
測

さ
れ
る
た
め
、
現
状
の
運

行
の
中
で
利
便
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
民
間
と
競

争
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
よ
い
点
を
生

か
し
な
が
ら
、
交
通
弱
者

に
と
っ
て
優
し
い
移
動
手

段
を
選
択
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

乗合いタクシー

▲混雑状況を示したチラシ
は、市ホームページから
確認できる
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

玉
たまづくり

造　由
よし

美
み

櫻
さくらい

井　　茂
しげる

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
の
も
と
、
不
備

の
な
い
防
災
情
報
発
信
を

八
郷
運
動
公
園
の
管
理
運

営
、
利
用
者
の
声
に
ど
う
応

え
る
か

本
年
よ
り
防
災
情

報
の
避
難
勧
告
が

廃
止
さ
れ
、
避
難
指
示
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、
高
齢
者
な
ど
の
避
難

に
時
間
を
要
す
る
方
に

と
っ
て
、
今
後
ま
す
ま
す

防
災
情
報
発
信
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
重

要
な
防
災
情
報
が
市
内
全

域
、
全
世
帯
に
伝
達
さ
れ

な
い
と
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
現
在
の
防

災
ラ
ジ
オ
の
貸
与
状
況
を

伺
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

同
一
世
帯
・
同
一
敷
地
内

の
別
棟
に
生
活
し
て
い
る

方
へ
の
追
加
貸
与
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
そ
の
現
況
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

　

情
報
伝
達
に
不
備
の
な

い
よ
う
に
進
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
従
業
員
の

い
る
事
業
所
、
店
舗
な

多
く
の
方
が
利
用

す
る
八
郷
運
動
公

園
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
、
健
康
維
持
・
増
進
を

図
り
た
い
と
い
う
利
用
者

の
声
に
ど
の
よ
う
に
応
え

て
い
く
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
八
郷
運
動
公
園

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大

時
計
が
動
い
て
い
な
い
と

い
う
声
が
再
三
出
て
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

　

次
に
、
施
設
の
使
用
料

で
す
が
、
周
辺
自
治
体
で

は
、
高
齢
者
が
利
用
す
る

場
合
に
一
部
減
額
や
無
料

化
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
近
隣
施
設
を
利
用

す
る
際
に
不
公
平
感
が
生

じ
る
と
の
意
見
が
出
て
い

ま
す
。
当
市
と
し
て
も
、

減
免
を
う
ま
く
使
う
こ
と

で
、
高
齢
者
の
方
々
が
さ

ら
に
活
発
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

ど
、
仕
事
場
へ
の
防
災
情

報
発
信
も
必
要
不
可
欠
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
配
付

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ

い
て
は
、
世
帯
主

の
い
る
世
帯
へ
貸
与
す
る

こ
と
を
当
初
の
目
的
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
保
育
園

や
社
会
福
祉
施
設
等
へ
も

拡
充
を
し
て
お
り
、
そ
う

し
た
施
設
関
係
の
取
扱
い

を
勘
案
し
な
が
ら
も
、
全

世
帯
へ
の
貸
与
に
向
け
て

推
進
を
し
て
い
ま
す
。
特

に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や

浸
水
想
定
区
域
の
世
帯
は

優
先
し
て
貸
与
を
図
っ
て

た
い
と
考
え
ま
す
が
、
年

齢
条
件
を
設
定
し
た
使
用

料
の
減
額
や
無
料
化
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

八
郷
運
動
公
園
の

農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
北
側
の
壁

に
設
置
し
て
あ
る
時
計

は
、
昨
年
度
か
ら
時
間
の

遅
れ
が
出
る
現
象
を
確
認

し
、
随
時
、
職
員
で
対
応

し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

は
停
止
を
し
て
い
ま
す
。

装
置
の
老
朽
化
に
伴
う
も

の
で
、
対
処
に
は
装
置
の

更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
屋
外
で
運
動
す
る
方

が
時
間
を
確
認
で
き
な
い

状
態
で
す
の
で
、
予
算
措

置
等
を
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、

受
益
者
負
担
が
原
則
で
あ

り
、
市
民
全
体
の
公
平
性

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
同
一
世
帯
・
同
一

敷
地
内
で
別
棟
を
建
て
て

い
る
家
庭
へ
は
、
広
報
の

チ
ラ
シ
折
り
込
み
に
て
追

加
貸
与
申
請
の
周
知
を
行

い
、
申
請
を
い
た
だ
い
た

全
て
の
世
帯
に
貸
与
を
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

事
業
所
等
へ
の
貸
与
に

つ
い
て
は
、
防
災
情
報
発

信
の
要
望
を
多
く
い
た
だ

い
て
お
り
、
い
つ
ど
こ
で

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
大

規
模
災
害
に
備
え
る
た
め

に
も
、
貸
与
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

早
い
段
階
で
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
に
も
あ
る
よ
う
に
、
高

齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
健
康
・
体
力
づ
く
り

の
関
心
を
深
め
、
ス
ポ
ー

ツ
の
習
慣
化
が
図
れ
る
よ

う
、
早
い
時
期
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

▲令和３年４月から運用が
開始された防災ラジオ

▲八郷総合運動公園
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

山
やまもと

本　　進
すすむ

村
むらかみ

上　泰
やすみち

道

遊
具
類
の
安
全
管
理
に
関
す

る
統
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
考
え
は
？

石
岡
市
国
土
強
靱
化
地
域
計

画
の
さ
ら
な
る
理
解
と
改
善

に
向
け
て

国
土
強
靱
化
地
域

計
画
は
、
全
て
の

市
民
が
こ
の
計
画
に
高
い

関
心
を
持
ち
、
計
画
の
目

的
を
理
解
し
、
意
識
を
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
す
。
広
く
市
民
に
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
初
め
に

計
画
策
定
の
趣
旨
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
、
県
の
重
点

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
本
市
の

基
本
計
画
と
の
整
合
性
、

関
連
性
及
び
施
策
の
進
捗

状
況
を
踏
ま
え
、
重
点
化

す
べ
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関

わ
る
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を

選
定
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
生
命

等
に
関
わ
る
も
の
な
ど
緊

急
性
が
高
い
事
業
、
目
標

に
対
す
る
効
果
が
大
き
い

事
業
、
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ

を
回
避
す
る
た
め
に
著
し

く
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
事

本
年
４
月
に
、
福

岡
県
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
落
下
に

よ
る
生
徒
の
負
傷
事
故

や
、
宮
城
県
で
防
球
ネ
ッ

ト
の
木
製
支
柱
が
倒
れ
て

児
童
が
犠
牲
と
な
る
事
故

が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
文
部
科
学
省
か
ら
防

球
ネ
ッ
ト
の
全
国
一
斉
点

検
の
要
請
が
教
育
委
員
会

に
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
当
市
の
点
検
結
果

を
伺
い
ま
す
。

　

現
在
、
遊
具
類
の
安
全

管
理
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
、
保
健
福
祉
部
、

都
市
建
設
部
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
局
で
行
っ
て
い
る
の

が
現
状
か
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も

１
０
０
％
の
安
全
と
い
う

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
危
険
を
除

去
す
る
こ
と
が
大
人
の
責

務
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
局
の
い
い
と
こ

業
、
以
上
３
つ
を
選
定
に

係
る
視
点
と
し
て
提
案
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
提
案
に

対
す
る
市
の
見
解
と
併

せ
、対
応
施
策
の
重
点
化
、

優
先
順
位
付
け
と
進
捗
管

理
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
大

規
模
自
然
災
害
等

か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
り
、
地
域
へ
の
致
命

的
な
被
害
を
回
避
し
、
速

や
か
な
復
旧
復
興
に
資
す

る
施
策
を
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
に
策
定
し
た
も

の
で
す
。

　

当
市
の
特
色
を
勘
案
し

た
40
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ

に
対
す
る
施
策
を
、
様
々

な
視
点
を
基
に
緊
急
性
や

優
先
度
を
総
合
的
に
判
断

し
、
18
の
重
点
化
す
べ
き

施
策
群
を
重
点
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
設
定
し
、
さ
ら

に
提
案
い
た
だ
い
た
３
点

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
選

ろ
を
持
ち
寄
り
、
専
門
家

の
知
見
を
入
れ
る
こ
と
も

含
め
、
遊
具
等
の
統
一
的

な
チ
ェ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
及
び

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら

連
名
で
発
出
さ
れ
た
、
学

校
環
境
に
お
け
る
工
作

物
、
機
器
等
の
安
全
点
検

の
依
頼
に
基
づ
き
、
全
小

中
学
校
で
安
全
点
検
を
実

施
し
た
結
果
、
全
て
安
全

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

痛
ま
し
い
事
故
は
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
考
え
て
お
り
、
当
市
で

も
各
省
の
指
導
の
下
、
同

様
の
事
故
再
発
防
止
と
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
安

全
点
検
・
管
理
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
統
一

さ
れ
た
体
制
に
よ
る
管
理

定
及
び
推
進
を
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

進
捗
管
理
に
つ
い
て

は
、
有
識
者
等
に
よ
る
石

岡
市
国
土
強
靱
化
計
画
委

員
会
、
庁
内
課
長
級
で
構

成
す
る
石
岡
市
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
策
定
委
員
会

で
審
議
を
行
い
な
が
ら
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ

り
取
組
の
効
果
を
検
証

し
、
改
善
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

国
土
交
通
省
の
都
市
公
園

に
お
け
る
遊
具
の
安
全
確

保
に
関
す
る
指
針
や
、
社

団
法
人
日
本
公
園
施
設
業

協
会
の
遊
具
の
安
全
に
関

す
る
基
準
を
参
考
と
し

て
、
部
局
横
断
的
な
情
報

共
有
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
責
任
の
所
在
を

明
確
に
す
る
な
ど
し
て
、

安
全
点
検
・
管
理
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

国土強靱化

▲令和３年３月に策定された石岡市国土強靱化地域
計画の内容は、市ホームページで確認できる

▲今現在も定期的な点検が実施されている
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

小
こ

松
まつ

　豊
とよまさ

正

鈴
すず

木
き

　康
やすひと

仁

複
合
文
化
施
設
の
建
設
に
イ

ベ
ン
ト
広
場
の
積
極
的
活
用

を
検
討
す
べ
き

交
通
弱
者
へ
の
支
援　

先
進

的
交
通
手
段
を
試
験
導
入
し

て
は
ど
う
か
？

イ
ベ
ン
ト
広
場
に

つ
い
て
は
、
買
収

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

様
々
な
努
力
、
英
知
、
お

金
を
か
け
な
が
ら
調
査
を

行
い
、
複
合
文
化
施
設
の

候
補
地
と
し
て
、
そ
の
建

設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

非
常
に
痛
感
し
て
い
ま

す
。

　

中
心
市
街
地
に
住
む
市

民
な
ど
か
ら
い
ろ
い
ろ
意

見
を
聞
く
と
、
中
心
市

街
地
を
活
性
化
す
る
上

で
、
や
は
り
イ
ベ
ン
ト
広

場
は
非
常
に
重
要
な
土
地

だ
と
認
識
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
石
岡
の
文
化
財
が

あ
る
中
心
地
に
立
地
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
駅
か
ら

人
の
新
し
い
流
れ
が
で
き

る
こ
と
の
期
待
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
石
岡
の
特
色

を
生
か
し
た
お
祭
り
会
館

や
文
化
歴
史
会
館
等
、
他

自
治
体
で
ま
ね
が
で
き
な

い
施
設
を
つ
く
る
こ
と
が

交
通
弱
者
へ
の
支

援
は
、
地
域
ご
と

に
抱
え
る
悩
み
が
異
な

り
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た

様
々
な
支
援
策
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
当
市
が
行
っ

て
い
る
乗
合
い
タ
ク
シ
ー

等
の
現
状
の
支
援
策
で
は

支
援
が
難
し
い
部
分
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
市

で
は
今
後
、
ど
の
よ
う
な

交
通
弱
者
へ
の
支
援
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　

例
え
ば
輪
島
商
工
会
議

所
で
は
、
電
動
小
型
低
速

車
「
Ｗ
Ａ
ー
Ｍ
Ｏ
」
を
導

入
し
て
い
く
つ
か
の
ル
ー

ト
を
巡
回
さ
せ
、
交
通
弱

者
へ
の
支
援
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
が

免
許
を
返
納
す
る
こ
と
で

荷
物
を
持
っ
て
帰
れ
な
く

な
る
と
の
声
も
聞
き
ま
す

し
、
こ
の
よ
う
な
電
動
小

型
低
速
車
の
導
入
は
駅
前

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
、
旧
石
岡
市
街

で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

積
極
的
な
活
用
を
ぜ
ひ
検

討
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

い
し
お
か
イ
ベ
ン

ト
広
場
は
現
在
、

北
側
を
イ
ベ
ン
ト
等
の
貸

出
し
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
南

側
を
図
書
館
利
用
者
の
駐

車
場
と
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
。社
会
状
況
の
変
化
、

石
岡
市
民
会
館
の
閉
館
も

あ
り
、
公
共
施
設
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

生
じ
、
新
た
な
複
合
文
化

施
設
建
設
の
候
補
地
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

候
補
地
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
利
便
性
、集
客
性
、

複
数
施
設
の
相
乗
効
果
等

を
鑑
み
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
の
中
で
も

地
に
向
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ぜ

ひ
試
験
的
に
導
入
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

当
市
で
は
現
在
、

乗
合
い
タ
ク
シ
ー

事
業
と
代
替
バ
ス
の
運
行

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
利
用
客
の
減
少
等
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
利

用
者
の
動
向
を
踏
ま
え
、

改
善
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
輪
島
市
の
例

で
は
、
生
活
施
設
な
ど
の

比
較
的
短
い
距
離
の
中
で

手
動
に
よ
る
電
動
カ
ー
ト

で
巡
回
す
る
と
と
も
に
、

一
部
で
は
自
動
運
転
を
実

施
し
て
お
り
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
や
移
動
手
段
等

の
解
決
に
貢
献
す
る
移
動

改
革
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

当
市
の
公
共
交
通
網
形
成

イ
ベ
ン
ト
広
場
は
、面
積
、

立
地
な
ど
か
ら
大
勢
の
人

が
集
ま
る
条
件
が
整
っ
て

お
り
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
の
一
翼
を
担
う
こ
と

が
期
待
で
き
る
貴
重
な
財

産
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
伺
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

計
画
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
で

は
、
葦
穂
地
区
か
ら
恋
瀬

地
区
に
か
け
て
次
世
代
交

通
シ
ス
テ
ム
試
験
導
入
地

区
に
位
置
付
け
て
い
ま
す

が
、
議
員
ご
指
摘
の
市
街

地
で
の
試
験
導
入
に
つ
い

て
も
、
実
現
の
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。▲当市でも次世代交通システムの試験導入が計画

　されている（石岡市公共交通網計画概要版より）

▲市民盆踊り大会などでも使用されているイベント広場
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

関
せきぐち

口 忠
ただ

男
お

岡
おか

野
の

孝
たか

男
お

有
害
鳥
獣
の
年
間
捕
獲　

実

施
隊
と
協
議
し
て
す
ぐ
に
で

も
開
始
を

瓦
会
郵
便
局
に
続
き
、
高
浜

郵
便
局
で
も
各
種
証
明
書
の

発
行
を

当
市
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
獣
害
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ

る
被
害
が
減
ら
な
い
現
状

を
考
え
る
と
、
さ
ら
な
る

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
被

害
が
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
状
に
つ
い
て
、
昨

年
度
の
有
害
捕
獲
期
間
、

狩
猟
期
間
の
捕
獲
頭
数
を

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
猟
友

会
の
構
成
と
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
隊
員
数
や
選

出
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

現
状
を
考
え
る
と
、
思

い
切
っ
た
年
間
捕
獲
も
実

施
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
、

現
在
の
隊
員
数
で
は
難
し

く
、
猟
友
会
の
会
員
全
員

に
お
願
い
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
対
策
や
被

害
額
を
減
ら
す
た
め
に
、

今
年
の
４
月
５
日

か
ら
、
瓦
会
郵
便

局
で
特
定
事
務
の
包
括
事

務
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
経
緯
と
、
コ
ス

ト
削
減
の
効
果
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

三
村
・
関
川
地
区
は
、

市
役
所
本
庁
舎
ま
で
来
て

申
請
な
ど
を
行
う
の
に
は

大
分
距
離
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
方
公
共
団
体

の
特
定
事
務
の
郵
便
局
に

お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
高
浜
郵

便
局
で
も
当
市
が
処
理
す

る
特
定
の
事
務
の
取
扱
い

を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
仮
に
、
来
年
４
月
に

高
浜
郵
便
局
で
取
扱
い
を

開
始
す
る
場
合
、
駐
車
場

の
問
題
や
、
市
長
と
日
本

郵
便
株
式
会
社
間
で
の
協

議
書
の
取
り
交
わ
し
な
ど

を
行
う
こ
と
に
な
り
、
期

間
が
あ
る
よ
う
で
も
あ
ま

り
余
裕
は
な
い
と
思
わ
れ

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と

協
議
し
、
ぜ
ひ
す
ぐ
に
も

始
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
協
議
状
況

を
伺
い
ま
す
。

昨
年
度
の
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
数
は
、

有
害
捕
獲
期
間
に
５
１
１

頭
、
狩
猟
期
間
に
５
２
９

頭
で
、
令
和
元
年
度
に
比

べ
２
１
９
頭
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
猟
友
会
は
、

石
岡
支
部
67
名
、
八
郷
支

部
57
名
の
１
２
４
名
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
は
、
猟
友

会
に
入
隊
後
３
年
以
上
の

隊
員
で
支
部
長
が
推
薦
し

た
も
の
を
任
命
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
32
名
を
任

命
し
、内
石
岡
支
部
13
名
、

八
郷
支
部
19
名
で
す
。

　

被
害
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
年
間
捕
獲
を

視
野
に
入
れ
て
実
施
隊
と

協
議
し
た
結
果
、
今
年
度

ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
実

現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。瓦

会
郵
便
局
に
お

け
る
証
明
書
発
行

事
務
及
び
飼
い
犬
の
登
録

等
の
窓
口
業
務
は
、
恋
瀬

出
張
所
の
廃
止
に
よ
り
地

域
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
の
特
定
の
事
務

の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱

い
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
開
始
し
た
も
の
で
す
。

恋
瀬
出
張
所
の
経
費
は
年

間
で
約
７
３
４
万
円
か

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
瓦

会
郵
便
局
へ
の
委
託
料
は

年
間
で
９
５
万
７
０
０
０

円
で
あ
り
、
初
期
費
用
を

差
し
引
い
て
も
、
本
年
度

６
１
４
万
２
０
０
０
円
の

コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
ま
し

た
。

は
捕
獲
期
間
を
２
週
間
ほ

ど
延
長
し
ま
し
た
。
隊
員

数
等
に
つ
い
て
の
協
議
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
捕
獲
期
間
や
実
施

隊
の
増
員
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
平
成
27
年

か
ら
市
内
の
郵
便
局
と
包

括
連
携
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、
誰
も
が
安
全
で

安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
高
浜
郵
便
局
の
特
定

の
事
務
の
郵
便
局
に
お

け
る
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

に
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

勝
かつむら

村　孝
たかゆき

行

徳
とくます

増　千
ち

尋
ひろ

つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
に
お
け

る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
現
に

向
け
た
取
組
状
況
は
？

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
今
後
の

財
政
運
営
で
何
に
力
点
を
置

く
の
か
？

石
岡
つ
く
ば
ね
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
を
見
な
が
ら

開
催
に
向
け
た
関
係
機
関

と
の
協
議
が
な
さ
れ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

計
画
に
つ
い
て
、
石
岡
警

察
署
と
コ
ー
ス
策
定
に
つ

い
て
数
回
協
議
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
と
し
て
確
立
し
て

行
う
場
合
、
い
ろ
ん
な
問

題
が
発
生
し
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
問
題
点
等
が
あ

れ
ば
、
そ
の
解
決
策
と
あ

わ
せ
て
伺
い
ま
す
。

　

全
国
で
は
、
健
康
志
向

と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
う

し
た
市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
各

県
、
全
国
に
出
向
い
て

い
っ
て
、
走
っ
て
み
た
い

と
い
う
方
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ハ
ー
フ

昨
年
度
、
今
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
緊
急
時
の
財
政
運
営
で

あ
り
、
２
０
２
２
年
度
が

緊
急
時
と
平
常
時
の
結
節

点
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
一
定
の
期
間
、
歳

入
が
減
少
し
歳
出
が
増
加

す
る
こ
と
を
織
り
込
ん
で

中
長
期
の
財
政
計
画
を
改

定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
財

政
調
整
基
金
が
緊
急
時
の

対
応
力
を
高
め
る
う
え
で

心
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た

が
、
私
は
、
財
政
収
支
の

改
善
に
よ
り
こ
の
基
金
残

高
の
回
復
に
道
筋
を
つ
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ

の
長
寿
命
化
や
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

な
ど
は
、
目
に
見
え
な
い

か
ら
こ
そ
力
を
入
れ
て
い

く
べ
き
点
で
あ
る
と
考
え

マ
ラ
ソ
ン
を
取
り
入
れ
た

石
岡
マ
ラ
ソ
ン
を
実
現
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

取
組
状
況
と
し
て

は
、
路
線
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
の
迂
回
に
つ

い
て
バ
ス
会
社
と
協
議
を

行
い
、
石
岡
警
察
署
と
は

大
会
の
概
要
や
コ
ー
ス
策

定
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
随

時
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
今
ま
で
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
て
き
た
中
で

の
問
題
点
と
し
て
、
配
置

場
所
の
不
備
や
配
置
人
数

の
不
足
と
い
っ
た
指
摘
の

ほ
か
、
詳
細
な
迂
回
路
図

の
提
示
な
ど
の
指
摘
や
要

望
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
よ
り
も
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
に
な

る
た
め
、
募
集
方
法
な
ど

を
再
検
討
し
、
問
題
点
を

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
予
算

を
起
点
と
し
て
、
当
市
は

今
後
の
財
政
運
営
で
何
に

力
点
を
置
い
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

当
市
で
は
現
在
、

新
た
な
総
合
計
画

の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

計
画
が
示
す
「
目
指
す
べ

き
将
来
像
」
の
実
現
の
た

め
の
政
策
展
開
に
基
づ
い

て
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

た
め
の
財
政
運
営
は
、
総

合
計
画
に
係
る
事
業
の
財

源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
最
優
先
に
な
る
と
考
え

解
決
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
体
験

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や

交
流
を
盛
ん
に
し
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
や
地
域

振
興
に
も
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
実
現
に
向

け
、
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
想
定
さ
れ

る
公
共
施
設
の
更
新
や
統

廃
合
に
係
る
経
費
等
に
つ

い
て
も
財
源
を
確
保
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

市
税
収
入
は
大
き
く
減
少

し
、
令
和
４
年
度
以
降
に

つ
い
て
も
令
和
２
年
度
の

水
準
ま
で
は
戻
り
切
ら
な

い
も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
自
主
財

源
の
確
保
や
国
県
補
助
金

及
び
有
利
な
地
方
債
の
活

用
、
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
健
全
な
財
政
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

▲令和元年度の石岡つくばねマラソンの様子（令
和２年度は新型コロナウイルスの影響で中止）

▲令和３年度までの総合計
画「石岡かがやきビジョ
ン」。現在、令和４年度か
らの新たな計画の策定が
進められている
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

飯
いいむら

村　一
かず

夫
お

櫻
さくらい

井　信
のぶゆき

幸

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
学
校
統
合
再
編
の

迅
速
な
実
施
を

違
法
残
土
の
徹
底
防
止
策
と

し
て
、
道
路
入
口
を
封
鎖
し

て
は
？

石
岡
市
立
小
中
学

校
統
合
再
編
計
画

に
つ
い
て
は
、
複
式
学
級

の
解
消
な
ど
の
優
先
度
に

従
い
実
施
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
築
年
数

の
経
っ
て
い
る
小
学
校
な

ど
は
統
合
時
期
が
遅
れ
る

こ
と
で
、
修
繕
等
の
支
出

の
増
加
や
学
習
環
境
の
悪

化
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
統
合
再
編
を
急
ぐ
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
考
え
方
と
施
設

が
必
要
で
あ
り
、
石
岡
市

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
新
し
く
勉
強
の
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
責
務
だ
と
考
え
ま

す
。
近
隣
自
治
体
で
は
既

に
小
中
一
貫
校
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
石
岡
市

は
近
隣
自
治
体
に
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

違
法
残
土
の
徹
底

し
た
防
止
策
と
し

て
、
例
え
ば
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
よ
う
な
形
で
道
路
の

入
口
を
封
鎖
し
て
、
そ
の

土
地
へ
入
れ
な
く
し
て
は

ど
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、

行
為
者
は
そ
れ
を
違
法
に

撤
去
し
、
器
物
損
壊
罪
と

な
り
、
刑
法
で
罰
す
る
こ

と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

生
活
し
て
い
る
住
民
の
方

が
困
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
警
察
と
相
談
し
て
で

き
る
範
囲
で
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
に
は
「
頼

ま
れ
た
だ
け
な
の
で
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
手
や
重
機
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
い
ま
す

が
、
運
転
手
や
所
有
者
ま

で
罰
則
規
定
を
設
け
て

は
い
か
が
か
。
そ
れ
か

ら
、
地
権
者
に
つ
い
て
も

罰
則
規
定
を
設
け
、
知
ら

な
か
っ
た
は
も
う
通
ら
な

ま
す
。

将
来
的
に
統
合
が

見
込
ま
れ
る
学
校

に
つ
い
て
は
、
大
規
模

な
改
修
工
事
等
は
行
わ

ず
、
児
童
や
教
職
員
が
安

全
に
教
育
活
動
に
励
め
る

よ
う
適
宜
修
繕
を
行
い
な

が
ら
、
施
設
の
管
理
を
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
複

式
学
級
の
解
消
を
最
優
先

と
し
な
が
ら
も
、
社
会
情

勢
の
変
化
を
考
慮
し
基
本

的
な
方
針
等
を
定
め
な
が

ら
、
児
童
生
徒
に
望
ま
し

い
教
育
環
境
の
構
築
を
保

護
者
、
地
域
の
方
々
、
学

校
関
係
者
等
の
十
分
な
理

解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
進

め
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

授
業
革
新
の
核
で
あ
る
言

語
活
動
の
充
実
、
グ
ル
ー

プ
活
動
、
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

積
極
的
な
活
用
を
は
じ
め

と
す
る
学
び
合
い
の
あ
る

共
同
型
、
双
方
向
型
の
学

い
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く

る
な
ど
、
初
期
の
段
階
で

徹
底
し
た
対
策
を
取
る
こ

と
が
肝
心
だ
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

道
路
封
鎖
に
つ
い

て
は
、
警
察
と
の

協
議
が
必
要
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
住
民
の
生
活
道

路
で
も
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
つ
つ
、
県
等
の
道
路
管

理
者
及
び
石
岡
警
察
署
や

公
安
委
員
会
と
協
議
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

機
械
の
所
有
者
や
土
地

所
有
者
を
罰
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
土
行
為

へ
の
関
与
を
証
明
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
無
許
可

で
盛
土
行
為
を
行
う
者
が

そ
れ
ら
の
書
類
を
提
出
す

る
と
は
考
え
に
く
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
条

例
に
罰
則
と
し
て
明
記
す

る
こ
と
で
、
未
然
に
防
ぐ

抑
止
効
果
と
す
る
こ
と
も

習
に
臨
め
る
よ
う
な
学
級

規
模
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

　

学
校
の
大
規
模
統
合
再

編
を
す
で
に
行
っ
て
い
る

近
隣
自
治
体
が
多
く
あ
り

ま
す
。
石
岡
市
が
後
進
と

な
っ
て
い
る
分
、
こ
れ
ら

先
行
自
治
体
の
良
い
事

例
、
悪
い
事
例
等
を
し
っ

か
り
と
検
証
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

で
き
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
機
械
の
所
有
者
及
び

土
地
の
所
有
者
に
対
す
る

罰
則
の
設
定
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
協
議
を

し
て
い
き
ま
す
。

▲近隣自治体では、笠間市（平成 29 年度）、土浦市（平
　成 30 年度）、小美玉市（令和３年度）が設置

県内で公立の義務教育学校（小中一貫校）を
設置している市町村

水戸市 土浦市 笠間市

牛久市 つくば市 ひたちなか市

桜川市 小美玉市 河内町
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

新
にった

田　　茜
あかね

補
助
制
度
の
活
用
の
た
め
、

市
長
に
よ
る
積
極
的
な
情
報

収
集
や
専
門
部
署
の
設
置
を

事
業
を
実
施
す
る

上
で
、
国
や
県
の

補
助
制
度
等
を
活
用
し
事

業
展
開
を
図
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
る
現
在
は
、
さ
ら

に
制
度
の
種
類
も
増
加
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
当
市
で
は
、

事
業
に
合
致
す
る
補
助
制

度
等
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

把
握
し
た
情
報
を
各
部
局

が
ど
の
よ
う
に
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
県
と
の
パ
イ

プ
を
生
か
し
て
市
長
が
情

報
収
集
し
、
事
業
に
生
か

す
の
も
非
常
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
の
共
有
も
非

常
に
大
切
で
あ
り
、
専
門

の
部
署
を
設
置
す
る
こ
と

で
、効
率
的
な
情
報
収
集
・

共
有
が
図
ら
れ
、
事
業
精

度
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。

国
や
県
の
補
助
制

度
等
に
つ
い
て

は
、
各
省
庁
か
ら
県
を
経

由
す
る
な
ど
し
て
各
担
当

部
局
に
直
接
入
っ
た
情
報

を
活
用
す
る
か
、
必
要
に

応
じ
て
県
に
照
会
を
行
う

な
ど
、
担
当
自
ら
が
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
部
局
に
ま
た
が
る
補
助

制
度
等
に
つ
い
て
は
、
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
な
ど
を
通

じ
て
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

情
報
を
収
集
し
て
有
利

な
制
度
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
は
、
市
が
事
業
展
開

し
て
い
く
上
で
大
変
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
そ
の
方

策
と
し
て
、
市
長
・
副
市

長
が
パ
イ
プ
役
と
し
て
の

役
割
を
担
う
と
と
も
に
、

県
へ
の
職
員
派
遣
等
を
通

し
て
取
組
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
制
度
を
一
元
的
に
管

理
す
る
部
署
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
効
果
的
な
手
段

の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

政
治
倫
理
に
係
る
調
査
請
求

石
岡
市
公
正
職
務
審
査
会
の
調
査
結
果
報
告
書
を
公
表
し
ま
す

　

石
岡
市
政
治
倫
理
条
例
（
以
下
「
条
例
」）
第
６
条
の
規
定
（
市
民
の
調
査
請
求
権
）
に
基
づ
く
「
調

査
請
求
書
」
が
、
令
和
３
年
３
月
18
日
、
市
民
か
ら
議
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
必
要

書
類
の
ほ
か
、
選
挙
権
を
有
す
る
４
０
９
人
（
条
例
の
規
定
は
、
２
０
０
人
以
上
）
の
署
名
が
添
付

さ
れ
て
い
た
た
め
、
議
長
は
条
例
の
定
め
に
従
い
、
石
岡
市
公
正
職
務
審
査
会
に
調
査
を
求
め
ま
し

た
。

　

こ
の
請
求
に
係
る
「
調
査
結
果
報
告
書
」
が
、
去
る
令
和
３
年
５
月
21
日
、
石
岡
市
公
正
職
務
審

査
会
か
ら
議
長
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
は
、「
調
査
結
果
の
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
10
日
以
内
に
請
求
者
に
文
書
で
回

答
す
る
と
と
も
に
、
市
報
又
は
議
会
報
に
よ
り
速
や
か
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
条
例
第
７

条
第
２
項
）」
と
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
規
定
に
基
づ
き
、以
下
、石
岡
市
公
正
職
務
審
査
会
の
「
調
査
結
果
報
告
書
」
を
掲
載
し
ま
す
。

調
査
結
果
報
告
書

　

令
和
３
年
３
月
25
日
付
け
石
議
第
１
２
２
号
で
調
査
請
求
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
石
岡
市
政

治
倫
理
条
例
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
　
　

記

１　

請
求
内
容

　

石
岡
市
議
会 

谷
田
川 

泰 

議
員
（
以
下
「
対
象
議
員
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
自
ら
が
経
営
す

る
店
舗
建
物
前
の
歩
道
を
自
動
車
で
走
行
し
た
上
で
、
同
店
舗
敷
地
に
入
る
行
為
を
繰
り
返
し
行
っ

て
お
り
、
当
該
行
為
は
道
路
交
通
法
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
り
、
石
岡
市
政
治
倫
理
条
例
第
３
条
第

１
項
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
。

２　

調
査
結
果

　

石
岡
警
察
署
へ
の
照
会
及
び
対
象
議
員
の
聴
取
結
果
等
に
よ
れ
ば
、「
１　

請
求
内
容
」
記
載
の

行
為
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
歩
道
を
自
動
車
で
走
行
す
る
行
為
が
行
わ
れ

た
こ
と
及
び
同
行
為
は
道
路
交
通
法
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。

　

そ
こ
で
当
該
行
為
が
、
石
岡
市
政
治
倫
理
条
例
第
３
条
第
１
項
第
１
号
に
い
う
、「
そ
の
職
務
に

関
し
て
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　

同
条
項
に
よ
れ
ば
、
職
務
と
の
関
連
性
の
有
無
が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
、
歩
道
を
自
動
車
で
走
行

す
る
行
為
が
市
議
会
議
員
の
職
務
と
関
連
性
を
有
す
る
事
実
は
認
め
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
「
市
議

会
議
員
と
し
て
の
職
務
に
関
し
て
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」
に
該
当
す
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
。
よ
っ
て
、「
石
岡
市
政
治
倫
理
条
例
第
３
条
第
１
項
」
に
違
反
す
る
と
ま
で
は

認
め
ら
れ
な
い
。

▲令和元年度の一般会計歳入の内訳
グラフ。国・県から市への補助金
を含めた国支出金・県支出金の合
計額は 64 億 3898 万円で、全体
の２割に及ぶ（令和２年８月１日　
石岡市財政事情書より）
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業
務内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催し
ており、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、６月までの委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務委員会

教育福祉環境委員会

経済建設消防委員会

　セクハラ・パワハラなどへの対策は、市役所にお
いても重要な課題となってきています。
　３月 15 日開催の委員会では、執行部からハラス
メント防止に対する取組として、昨年度議員提案に
より制定された「石岡市法令遵守の推進に関する条
例」に基づく内部公益通報制度の活用、所属長を通
じた相談による現状把握、総務課に相談窓口を設け
ることが示されました。委員からは、部下が上司か
らハラスメント行為を受けた際の相談体制や、加害
者側の職員の処分について問題提起がありました。
　６月 21 日開催の委員会では、執行部から、職員

　当委員会は、平成 30 年度末に教育委員会が発注
した石岡運動公園体育館の諸工事の事務手続きにつ
いて、教育委員会を所管する常任委員会としてこれ
を問題視し、令和２年第４回定例会において監査請
求を求める決議案を提出、全会一致で可決されまし
た。その結果が令和３年第２回定例会で報告され、
極めて不適切な事務処理が行われていたことが明ら
かとなりました（詳細は７ページ）。
　監査結果の報告を受けた当委員会は、問題の原因
究明に向け、６月８日、17 日、18 日の３日間にわ

　５月 17 日に開催した委員会では、市が製作して
いたイベント用山車の完成について執行部から報告
がありました。この山車は令和２年度中に完成予定
でしたが、新型コロナウイルスの影響で遅れが生じ
ていたものです。委員からは、今後の人形の管理や
山車の運用方法についての質問や、引き続き市とし
て適正な管理と運用をしてほしいとの要望が出され
ました。
　６月 22 日に開催した委員会では、複合文化施設
のプレ・サウンディング調査の結果について執行部
から報告がありました。候補地について、参加した

職員のハラスメント対策

工事の分割発注問題に迫る

市製作の山車・複合文化施設

へのパンフレット配布によるハラ
スメントの周知や、ハラスメント
に関する職員アンケートの結果報
告があり、委員からは、職員が
当事者意識を持って職場環境を改
善してほしいとの意見がありまし
た。執行部からは、相談しやすい
体制づくりと、組織全体としての
対応を行っていく旨の答弁があり
ました。

たり委員会を開催し、現執行部に説明を求めるとと
もに、平成 30 年度当時の担当者に参考人として出
席を求め、意見を聴取しました。執行部からは、再
発防止に向けた規程の改正やチェック体制の強化に
ついて説明がなされ、当時の
担当者からは、事務に対する
知識不足や、国体の開催準
備に当たっていた人員の不足
について意見が述べられまし
た。

多くの企業から駅東地区がいいのではないかとの意
見があったことが示され、今後、民間に任せる業務
範囲や概算事業費などを取りまと
め、基本計画（案）を作成し、委
員会報告の後、８月下旬を目途に
駅東地区を候補地としたサウン
ディング調査を実施予定との説明
を受けました。委員からは、参加
した企業の状況や事業の財源など
について質問がありました。

▲職員に配布された
　パンフレット

▲参考人意見聴取の記録は
　こちら（第４回・第５回）

▲市が製作した山車

委員会の記録



月　日 内　　容 場　所 中継

8月31日㈫ 開会日（議案の提案
理由説明など） 本会議場 ○

9月  6日㈪ 一般質問 本会議場 ○

9月  7日㈫ 一般質問 本会議場 ○

9月  8日㈬ 一般質問 本会議場 ○

9月  9日㈭ 議案質疑 本会議場 ○

9月10日㈮ 文教厚生委員会 委員会室 ×

9月13日㈪ 総務企画委員会 委員会室 ×

9月14日㈫ 産業建設委員会 委員会室 ×

9月15日㈬ 議会運営委員会 全　　員
協議会室 ×

9月16日㈭ 閉会日（議案の採決
など） 本会議場 ○

第３回定例会の予定編集後記

　残暑の候、市民の皆さま、いかがお過ごしでしょ
うか。暦の上では暑さの峠を越えたとはいえ、この
時期の熱中症予防は重要ですので、新型コロナウイ
ルス感染症対策とあわせ、こまめな水分補給もお願
いいたします。
　さて、このたび令和３年第２回定例会にて常任委
員会の改選が行われたのにあわせ、議会の広報広聴
に携わる議会広報委員会も新たな顔ぶれとなりまし
た。広報活動のひとつである議会広報紙については、
前号からよりわかりやすい新たな紙面構成としたと
ころですが、今後につきましても、市民の皆さまに
議会活動に関心をもっていただけるようなより良い
議会広報紙を目指し、委員一同邁進してまいります
ので、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い申
し上げます。（関口）

議会広報委員会
委員長　関口　忠男　　副委員長　玉造　由美
委　員　石橋　保卓　　委　員　櫻井　　茂
委　員　川井　幸一　　委　員　鈴木　康仁

環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

　請願とは、憲法に定められている国民の権利の１つで、国または地方公共団体の
機関に対して意見や希望を述べることをいいます。
　請願の提出には議員の紹介が必要となりますが、石岡市議会では、議員の紹介が
ない「陳情」も含めて受付を行い、議会で審査しています。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10言語翻訳や
音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報紙などが集約さ
れた「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信しています。スマートフォ
ンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！
※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

請願・陳情
〜あなたの声をお寄せください〜

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信始めました！

請願・陳情

提
出
時
期

書

式

　請願・陳情は、議会事務局で受付をしています。
　ただし、受理後の直近の定例会で審査できるのは、原則として
定例会開会日の約２週間前に開かれる議会運営委員会の２日前（土
日祝日含まず）午後３時までに提出された分です。これ以降に提
出された請願・陳情は、結論が出るのは次の定例会以降となります。

　請願・陳情には、特に書式等の決まりはありません。
　ただし、提出される方が個人の場合は署名と住所又は記名・押
印と住所を、法人の場合は代表者の署名又は記名・押印と法人名称・
所在地を記載の上、請願・陳情の要旨を簡潔に記載してください。
　請願の場合は、さらに、紹介する石岡市議会議員の署名又は記名・
押印が必要です。　※右の記載例参照

件名
　例：○○に関する請願書（陳情書）

趣旨（本文）

令和　年　月　日
　　石岡市議会議長　殿

提出者：住所
　　　　氏名（署名又は記名・押印）
紹介議員（請願の場合のみ）
　　　　氏名（署名又は記名・押印）

【記載例】

これまでに寄せられた
請願・陳情の内容や審
査結果、詳しい提出方
法は二次元コードから


